
 
 

 

絶対に「ブラック企業」を作らない！社労士の関与手法 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

日時 
平成２９年１０月１２日（木） 

１３：３０～１５：３０ 
場所 

都立中央・城北職業能力開発センター 
東京都文京区後楽 1-9-5 

講師 

特定社会保険労務士 古澤 和哉 
熊本県荒尾市出身。獨協大学経済学部経営学科卒業後、生命保険会社、会計事務所に勤務。 
平成２年 11月に社会保険労務士試験に合格し、平成 15年 3月 1日に開業社会保険労務士登録。 
【経歴】東京都社会保険労務士会港支部 前支部長 
【現職】東京都社会保険労務士会 常任理事 （一社）社労士成年後見センター東京 副理事長 
専門業務：採用支援、労使トラブル解決、各種セミナー講師、専門雑誌執筆多数 

定員 １００名 定員になり次第、締め切りとさせていただきます。 

費用 

参加費：無料 （幹事社労士限定） レジュメ・資料は、参加者のみダウンロードいただけます。 
開催日約１週間前にダウンロード用のＩＤ・パスワードをご案内いたしますので、ダウンロードの上当日ご持参ください。 

レジュメ・資料 コピー代 ⇒ １，０００円（税込） 
コピー希望の場合（貴事務所のインターネット環境によりダウンロードができない場合含む）は、上記金額にて承ります。 
事前に下記申込書にてお申込みください。費用は、当日会場にてレジュメ・資料をお渡しする際にお支払いください。 
ＤＶＤ（№317）購入費：３，２４０円（税込、送料込） ※ 振込手数料はご負担ください。 
ＤＶＤの発刊は平成 29 年 11 月中旬を予定しております。なお、レジュメ・資料はＤＶＤと合わせＣＤで添付いたしますが、    
別途コピーをご希望の場合は、1,000円（税込）にて承りますので、下記申込書にてお申込みください。 
幹事社労士高度化事業にお申し込みの先生はＤＶＤを無料送付いたしますので、お申し込みは不要です。 

 

申込方法 ⇒ 参加、ＤＶＤ購入共に、下記申込書にご記入の上ＦＡＸしてください。 
【参加の場合】１０月１１日（水）までにＦＡＸにて、お申込みください。※当日ご欠席の場合は、前日までにご連絡ください。 
【ＤＶＤ購入の場合】 ＦＡＸにてお申し込みください。また費用につきましては、後に送信する振込要領に基づきお振込みください。 

■定期研修会 参加・ＤＶＤ購入申込書（10 月 12 日(木)開催分） F AX ： 0 3 - 5 8 0 6 - 0 2 9 7 
お申込 出席 ・ ＤＶＤ(№317)  いずれかに○を付してください 

氏 名         （幹事番号     ） 事務所名  

所在地  

ＴＥＬ  ＦＡＸ  

レジュメ・資料コピー 希望する ・ 希望しない 
※今後、本案内を希望しない場合は恐れ入りますが□にチェックを入れて「03-5806-0297」まで返信してください。 【  □  送信を希望しない  】 
※ご記入いただきました個人情報は、当研修会の運営やＤＶＤの販売、アフターフォローのために使用いたします。それ以外の目的には使用いたしません。 
【お問い合わせ先】中小企業福祉事業団 事業部 ℡：03-5806-0298 Mail：info@chukidan-jp.com ※研修会 FB運営中!  

主な講義項目  
・中小企業がブラック化していく過程には、一定の特徴があります 
・やる気だけでまい進する危険。コンプライアンスを意識しないビジネスモデルは必ず破綻します 
・創業は税理士・司法書士の仕事、社労士が登場するまでに企業では様々な労務問題が起きています 
・創業初期におけるマネジメントの欠如を、われわれ社労士はどのように挽回し、指導していきましょうか 
・確信犯的ブラック企業は論外ですが、不本意なブラック化は社労士が救うべき課題です 

中企団定期研修会 
10 月開催分 無料参加 

ＤＶＤ販売のご案内 

私たち社労士がかかわる以上、まじめな経営者がブラックに陥ることがあってはなりません 
真摯に経営に取り組んでいても、労務管理は後手に回りがちです。知らぬ間にブラック化が進んでいるかもしれ

ません。「どうも自分の会社がブラック企業ではないと言い切れないような気がする。」、「新入社員が、社会保険に
加入していないのはおかしいと言う。すぐに対応しなければならないのか？」、「パート社員の年次有給休暇制度を
本格的に考えないと、人が定着しない。」設立して数年たった会社からのご相談は、ブラック化にまっしぐらとなり
かねないテーマに集中しています。社会保険未加入、残業代未払い（サービス残業）、年次有給休暇の消化…etc. 
解決のために役員報酬を減額するようなことになれば、何のための創業でしょう？労務にかかるコスト（保険料・

時間外手当・年次有給休暇）を読み違えるとビジネスモデルが一気に崩れることも少なくありません。助けられる
社労士になるため、ご一緒に勉強しましょう。                        （古澤 和哉） 
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